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査し，うち血液検査を年間500頭前後実施している．

また，生産者団体との定期的な意見交換・勉強会，養

豚研究会等へ参加している．

5 宮崎大学と鹿児島大学の教育連携

・文科省の財源補助による平成9～11年度における相

互教育（10コマ），スクールバスによる学生移動での

相互実習を実施した．実施する担当教員の負担は大き

かったが，学生の評価は他大学教員の講義や実習を受

講できることで，おおむね良好であった．

・平成20～21年度に鹿大・宮大獣医学科連携による集

団就職説明会の実施．全国から行政，団体，企業が

30社参加した．最南端にある両大学にとり，学生及

び採用側からも好評であった．

・臨床系教育の相互実施計画：高度臨床教育，概算要求

化の取組みを検討している．

6 ま と め

産業動物臨床教育については，地方大学が1校のみで

充実を図ることには限界があり，現状では担当している

臨床教員の負担も大きい．南九州における広大な産業動

物基盤を控える宮崎大学と鹿児島大学は今後相互乗り入

れで連携し，教育の充実を模索している．両大学は，過

去の3年間，国内で初めて獣医学の教育連携を行った実

績もある．宮崎大学において大動物の画像診断，手術施

設，多様な家畜種を飼育する住吉フィールドにおいて，

草地・畜産系講座との連携による実習教育，鹿児島大学

における磁気共鳴装置，牛の受精卵移植技術および馬診

療施設を用いた実習教育を行う．両大学の基礎および応

用獣医学分野の教員も臨床教育に協力している．

平成17年度に本会の事業運営機関として設置した職域別部会（①産業動物臨床部会，②小動物臨床部会，③畜

産・家畜衛生部会，④公衆衛生部会，⑤職域総合部会）の各部会委員会（常設委員会及び個別委員会）における今

期（任期：平成21年7月～平成23年6月）の開催状況は下表のとおりである．なお，各委員会の会議結果については，

開催の都度，逐次，「委員会会議概要」として取りまとめ日本獣医師会ホームページに掲載している．

職域別部会の部会委員会の開催状況（平成21年12月末日まで）

お知らせ

産業動物臨床部会

小 動 物 臨 床 部 会

畜産・家畜衛生部会

公 衆 衛 生 部 会

学 　 術 　 部 　 会

職 域 総 合 部 会

部　会　名

産業動物・家畜共済委員会（平成21年9月28日（第9回））

小動物委員会（平成21年10月5日（第10回））

学校動物飼育支援対策検討委員会（平成21年10月14日（第1回））

家畜衛生委員会（平成21年10月21日（第8回））

公衆衛生委員会（平成21年10月21日（第8回））

学術・教育・研究委員会（平成21年12月3日（第8回））

獣医学術功績者選考委員会（平成21年10月29日（第1回））

総務・広報委員会（平成21年11月19日（第7回））

動物愛護福祉対策検討委員会（平成21年12月24日（第3回））

野生動物対策検討委員会（平成21年12月8日（第4回））

日本獣医師会雑誌編集委員会（平成21年8月21日（第2回），10月23日（第3回），

12月22日（第4回））

部会委員会名（開催月日）
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